
白山の高山帯の訪花昆虫類（１）
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FLOWER VISITING INSECTS IN ALPINE ZONE OF MT. HAKUSAN (1)

　MANI(1968)は，高地における重要な花粉媒介者は鱗翅目に属するアゲハチョウ属，シロチョウ属

やパルナシウス属などのチョウと，双翅目に属するハナアブ科，ハナバエ科，ヤドリバエ科やニクバ

エ科などのハエ類であると述べているが，日本の高山帯におけるこの種の報告はないようである。

　筆者らは，白山の高山帯において，高山植物の訪花昆虫相の調査を計画し,1984年より調査をはじ

めたが，ここでは7種の高山植物，クロユリ(Fc),オンタデ(Pw),ミヤマキンポウゲ(Ra),ミヤ

マキンバイ(Pma),ウラジロナナカマド(Sm),ハクサンボウフウ(Pmu),及びミヤマアキノキリ

ンソウ(Sｖ)の花に飛来した昆虫類について報告する。

　調査場所は，室堂平より高所で，ここに咲いている高山植物，クロユリ，オンタデ，ミヤマキンポ

ウゲ，ミヤマキンバイ，ウラジロナナカマド，ハクサンボウフウ，及びミヤマアキノキリンソウの7

種を対象に,7月中旬と8月下旬の2回行った。

　調査は，主として掬い取り法で行ったが，花は傷をつけぬよう配慮した。また，カミキリムシ類は

採集をせず，現地で種名確認を行い，飛来個体数を記録するように努めた。同様のことは，ハバチ類

の一部についても行った。

　調査の結果得られた訪花昆虫類は表1に示す4目50種であった。

　このうち，種数の最も多かったものは双翅目で，全種数の48％,24種を数えた。膜翅目は18種

(36%)，鞘翅目は6種（12％）,そして鱗翅目は僅か2種（4％）であった。

　双翅目の中ではハナアブ類が13種（54.2％）と最も多く，イエバエ科とクロバエ科はそれぞれ4種

(16.7%)であった。

　膜翅目の場合は，ハバチ類が8種（44.4％）で最も多く，ハナバチ類は5種（27.8％）にすぎず，

鱗翅目は僅かにが類2種を確認したにすぎなかった。

　今回の調査では，鱗翅目を除いては,MANI（1968）の記述と大体において一致していたということ

ができよう。

　BENSON（1960,1964）は，スイス･アルプスで得られたハバチ類として，ネマツスハバチ亜科のハ
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1）種類相

環境庁の採集許可（許可番号：環自中許第328号）を受けて行ったものである。
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バチ類と，数種のDolerus属のハバチを報告している。しかし,今回の調査ではハバチ亜科のハバチ

類が主体をなし，ネマツスハバチ亜科のハバチ類が全く採集されなかったのは,訪花昆虫のみを調査

対象としたことによるものであろう。

　今回の調査で得られた昆虫類のうち,花粉媒介に関与する昆虫類は,鱗翅目のシャクガ科とヤガ科

に属する2種(4％)のガ,双翅目のハナアブ科,クロバエ科,イエバエ科に属する21種(42％)と,

膜翅目のコハナバチ科及びミツバチ科に属する5種(10％)の28種にすぎず,MANI(1968)の述べた

ような鱗翅目のアゲハチョウ科やシロチョウ科などに属するチョウは全く見られなかった。しかし,

以前にはフジミドリシジミ,クジャクチョウ，ヒメアカタテハ，ベニヒカゲ，クモマベニヒカゲなど

の訪花を観察しているため,今回はたまたま観察できなかったといってよいであろう。この点につい

ては1985年以降に確めるつもりである。

　7種の高山植物の花に飛来した昆虫類は,いくらかずつ異っていた。例えば,ハクサンボウフウの

花にはハナアブ科,ハナバエ科,イエバエ科,クロバエ科,ハバチ科,アリ科,スズメバチ科,ドロ

バチ科などに属する21種が訪れており,ウラジロナナカマドの場合はアリ科やスズメバチ科の昆虫の

かわりに甲虫類が多く飛来していた。しかし,ミヤマキンポウゲではイエバエ科やクロバエ科,ハナ

アブ科の昆虫が多く,ミヤマキンバイの花にはイエバエ科やクロバエ科の昆虫は飛来しておらず,コ

ハナバチ科のハチが飛来していた。また,クロユリの花にはクロバエ科とイエバエ科に属する昆虫3

種が飛来したのみであった。

　この訪花昆虫種数の多少と花序との関係について見ると,訪花昆虫種数の多い植物の花は,複散形,

複散房,または総状花序の花であった｡これに対し,訪花昆虫種数の少ない植物の花は,単頂花序と

か集散花序の花であった。しかし,円錐花序の花に対しては,僅かの種の飛来が認められたにすぎな

かった。

　すなわち,訪花昆虫類は複散形,複散房,または総状花序の花に多いということはできよう。ただ，

単頂花序の花,今回はｸﾛﾕﾘであるが,訪花昆虫種数の少ないのは花序にのみ原因がある訳ではな

く，むしろクロユリの花自体のもつ特有の臭によるものであろうと推察している。

３）訪花昆虫群集について

27

　訪花昆虫の群集構造を，加藤･松田・山下（1952）の百分率法により示したものが図1～5である。

この場合，その上限と下限は佐久間（1964）の近似式

により求めた。ただし,

N

＝総個体数,

χi＝第ｉ番目の種の個体数。

　この結果に基づけば，オンタデ，ミヤマキンバイ，ミヤマアキノキリンソウの場合はいずれも優占

的な種は認められなかった。しかし，ハクサンボウフウではTenthredo

nagaii

(Togashi)が，またウ

ラジロナナカマドの場合はBombus

hypocrita

hypocrita

Perezがそれぞれ優占する群集であった。

　以上の点より考えれば，筆者らの調査した高山植物の花を訪れる昆虫群集には優占的な種の認めら

れる場合が少ないといえよう。

2）7種の高山植物と訪花昆虫相
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ま　　と　　め

1）白山の高山帯に生育する高山植物7種の訪花昆虫について調査を行い,50種を確認した。

2）複散形花序，複散房花序や総状花序の花には多くの昆虫が訪れていた。

3）訪花昆虫の群集構造は，優占的な種の認められない場合が多いことをうかがわせた。
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